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スペイン・・・
2011年のビルバオ、バルセロナに続く、
２度目の訪問

2011年の印象

ビルバオ：グッゲンハイム美術館、ビスカヤ橋、旧市街・・・

バルセロナ：サグラダファミリア、ガウディ、モンセラートの黒いマリア像・・・

夏の日差しのもと、あちこち歩き回った記憶・・・

ガウディ、ミロ、ダリ、ピカソ・・・そして、フラメンコ・ランブラス通りの踊り子！？

芸術に圧倒された旅、見どころ満載、盛りだくさん！

スペインの人々とのふれあいは・・・あまりなかったような！？

今回の旅では、自身のスペインの印象が変化！もちろん、いい方向に！
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トレド

←クリスマスの装飾に彩られたエルメス マドリッド店



首都マドリッドと
古都トレドを
訪問した印象から

◆世界制覇の誇り

◆明るい・親切・話し好き

◆豊かな食文化
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世界制覇の誇り

その歴史的背景から



世界制覇の誇り

「既に世界制覇しているので」
• 歴史的背景 

• 世界制覇を達成した誇り

• 精神性（融合、多様性）や文化に対する強
い誇り

→イベリア半島をめぐるさまざまな民族の支配や文

化の融合、キリスト教王国によるレコンキスタ、新

大陸発見による大航海時代の繁栄、衰退と苦難

の時期、そして現代の民主国家としての再生など、

スペインの歴史には常に多様性とドラマがある。

→だからこその〝誇り〟 英語は話さない！

【歴史的背景】

• ローマ帝国やその後のイスラーム支配、レコンキスタ・・・

• 大航海時代の先駆けとなり、16世紀には世界中に植民
地を広げることで「スペイン海上帝国」を体現。

• 南北アメリカ大陸やフィリピンなどの広大な領土を手に入
れ、いわゆる「太陽の沈まぬ帝国」と呼ばれるほどの世界
的覇権を握る。

• 新大陸からの莫大な富でスペイン文化は大いに繁栄し、
現在に続く文化的基礎が確立された。

• ナポレオンの侵攻、その後の内戦と独裁、EU参加
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スペインの英語教育
ー 欧州諸国の中で英語レベルが最も低い国の一つとされるスペイン ー

• 多くの地域言語を持つスペインでは、地域語が日々の生活や教育では欠かせず、州ごとに
差はあるものの、児童・生徒は標準スペイン語（多数派言語）と地域言語（少数派言
語）の二言語で教育されている。※地域言語：バスク語、カタルーニャ語、ガリシア語

• そこに1990年代からグローバル化の波及と共に、早期英語教育が導入された。

• そして今日、概してよい職に就くためには高い英語力が必要と考えられている。

• また、母語が標準スペイン語の学習者の方が、母語が地域語の学習者より英語学習に積
極的であるとの報告もある。

• 一方、他国にも見られるように、一定の割合で「英語嫌い」が存在する。

• アイデンティティーと文化の喪失に対する恐怖心も学習阻害要因と考えられる。

• 2020年のEurostatのデータによると、自己評価で英語を「会話ができる」と答えたスペイン
人は全体の34.6％であり、これはEU平均（56.8％）よりも低い水準となっている。
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明るい・親切・話し好き

勤勉、感情豊か、おしゃべり



明るい・親切・話し好き

明るい、陽気 感情表現が豊か おしゃべり好き
• 気さく 

• 寛容、大らか

• フレンドリー、親切

• 勤勉、ちゃんとしている

• 喜怒哀楽を表に出す 

• 情熱的

• 行動的

• 社交的

• スペイン語がとまらない

• 早口

• 率直
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豊かな食文化
肉・シーフード・パエリア（米）・ワイン

オリーブオイル



豊かな食文化

「豊か」に尽きる 米食文化 ワイン
• 食材が豊富

肉（牛も豚も）もシーフード
（タコ、イカ、魚も）も

• 調理方法もいろいろ

ステーキ、煮込み、フライ、ボイ
ル・・・

• レストランもいろいろ

星付きレストラン、タベルナ、バ
ル、セルべセリア、食堂、カフェ・・・

• どこもおいしい、サービスもよい

• なんといってもパエリア

• イスラム文化の影響 

• 生産量は世界第３位

• ブドウの栽培面積は世界一

• 全土に広がる豊富な産地

• 赤・テンプラニーニョ 

• 「スパイシー、陽気な、チャー
ミングな」と表現される味

• 人気の発泡酒・CAVA
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スペインこそ、オリーブオイル

国際連合食糧農業機関（FAO）の最新データ（2021年度）オリーブ油生産量

1位 スペイン（1,492,069トン）

2位 イタリア（338,631トン） 3位 ギリシャ（293,000トン）

• オリーブの生産量は世界の約50％、世界のオリーブ畑の面積の約25％を保有

• アンダルシア地方の肥沃な土壌や気候条件がオリーブ栽培に適しているだけでなく、高度な生
産技術と設備が整っている

• レストランではパンに必ず添えられる。

• バルサミコ酢はなし。オリーブオイルの美味しさを味わうもの。

• オリーブの塩漬け、オリーブのパテなども一般的
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スペインこそ、オリーブオイル

La Interprofesional del Aceite de Oliva Español （スペイン産オリーブオイル専門職連携）

オリーブオイルの製造、マーケティングの全プロセスで作業している、専門家が参加

＝4万人のオリーブ栽培農家、1755人の圧搾業者、1500人の瓶詰業者、22人の精製業者が参加

• 年間平均販売量は約140万トン。その60%は輸出へ。

• スペインの農業・食品システムの中で最もダイナミックな産業の一つであり、経済の重要な推進
力として機能している。実際、オリーブオイルは、スペインで3番目に輸出される食品であり、農
産業全体の売上の10％を占めている。

• これは、オリーブ栽培の伝統と、そのための広大な畑の賜物。世界で最も多様で生産性の高い
250万ヘクタールのオリーブ畑と3億4千万本のオリーブの木は、地球上で最も広いオリーブ栽培
地域 13



Más vale tarde que nunca.

14

ことわざ：文化や価値観を見事に表現している

これらは、知恵や経験が凝縮された表現であり、社会の背景や文化的

な考え方が反映されている。



Más vale tarde que nunca.

遅くとも、やらないよりはまし。
マス バレ タルデ ケ ヌンカ

• スペイン語圏ではかなり日常的に使われていることわざ。

• 時間に対して寛大な文化を感じさせる。

• 日本人なら「遅れてすみません」と謝るところを、スペイン語圏では
「来たからいいじゃない」といった感じ。

• 「遅れても始めれば何かが変わる」という前向きなメッセージ。
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まとめ

地域がたどってきた歴史がすべてを物語っている

人々の性質、感性・文化（食文化も）・・・

行ってみないとわからない！

ガイドブックではわからない！

先入観は持つな！

自分の感性を信じよ！体感！

これからも現地の人のなまの声を聴く！

新たな出会いに感謝！



ご清聴ありがとうございました。
そして、視察ではお世話になりました。

【引用・参考】
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Eurostat, "Foreign language learning statistics", 2020

視察メンバー撮影の写真
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